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上野原台地の記憶を

再びひもとく…

　上野原遺跡は，最初の発掘調査から今年で20年

目を迎えました。そこで上野原台地の発掘調査

と，ここで暮らした人びとの歴史を振り返ってみ

たいと思います。

上野原遺跡20年のあゆみ
1986年　・第１工区の発掘調査に着手

　　　　・弥生時代の集落跡を発見

1991年～・第３工区の発掘調査

　　　　・縄文時代早期後葉の祭祀的遺構を発見

　　　　・壺形土器や土偶，耳飾り等が出土

1995年～・第４工区の発掘調査

　　　　・縄文時代晩期や弥生時代の竪穴住居跡や　

　　　　　十数列の柵跡を発見

　　　　・縄文時代早期前葉の竪穴住居跡52基，連穴

　　　　　土坑16基，集石遺構39基，道跡２条などか

　　　　　らなる集落跡を発見

1997年　・6月2日，須賀龍郎知事が，縄文時代早期前

　　　　　葉の集落跡の現地保存を表明

1998年　・6月30日，第３工区出土品767点が国の重要

　　　　　文化財に指定

1999年　・1月14日，第４工区の縄文時代早期前葉集落

　　　　　跡が国史跡に指定

2002年　・4月　県立埋蔵文化財センターが姶良町から

　　　　　国分市の上野原縄文の森に移転

　　　　・10月「鹿児島県上野原縄文の森」オープン

2005年　・6月　企画展「発掘20周年記念展」を開催
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第２工区

第３工区

埋納された最古の壺（重文）

　ただ今,上野原縄文の森の展示館では,企画展「上

野原遺跡発掘20周年記念展」を開催中です。写真パ

ネルや収蔵品，当時の報道映像などをご覧になれま

す。また，下記の日時で講演会も予定しています。

この機会にぜひ上野原縄文の森にご来園ください。

 講演日時 平成17年7月30日(土)13:30～15:00

 場　　所 上野原縄文の森展示館 1F 多目的ホール



第４工区発掘調査風景

上野原縄文の森展示館

第１工区

第４工区

縄文時代早期前葉の集落跡
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上野原台地の生活の跡

約9500年前　縄文人が住み始めた。

　　　　　　（集落跡の発見）

約7500年前　人びとは安定した生活を営み，独自の

　　　　　　精神文化を築いた。

　　　　　　（装飾品や埋められた壺などの発見）

約3500年前　人びとが狩猟の場として利用した。

　　　　　　（おとし穴などの発見）

約2000年前　人びとが再び集落をつくった。

　　　　　　（畑らしい跡や住居跡の発見）

約 100年前　人びとが農作業をしていた。

　　　　　　（畑跡,サツマイモ貯蔵穴跡の発見）

約  60年前　戦時中，探照灯施設があった。

        　　（基礎部分の発見）　

　このように，上野原台地は約9500年前から人びと

の生活の舞台になってきました。
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